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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤外線指令信号を出力可能な赤外線リモコンと、
　制御モードを、記憶している調光率で発光する通常モード、又は、識別情報を記憶する
識別情報記憶モードの何れか一方に切り替えるスイッチと、前記赤外線リモコンが出力し
た赤外線指令信号を受信する赤外線受光部と、をそれぞれ有する複数の照明装置と、
　電源から出力された電源電圧を前記複数の照明装置に供給する配線と、を備え、
　前記照明装置は、
　前記識別情報記憶モードにおいて、前記赤外線リモコンから出力され且つ少なくとも識
別情報を規定する第１の赤外線指令信号を、受信した場合、前記第１の赤外線指令信号で
規定される識別情報を記憶し、
　一方、前記通常モードにおいて、前記赤外線リモコンから出力され且つ識別情報および
調光率を規定する第２の赤外線指令信号を、受信した場合、記憶している識別情報と、前
記第２の赤外線指令信号で規定される識別情報とが一致するときには、前記第２の赤外線
指令信号で規定される調光率を記憶し且つ前記第２の赤外線指令信号で規定される調光率
で発光する
　ことを特徴とする調光システム。
【請求項２】
　前記複数の照明装置のうちの第１の照明装置に記憶されている識別情報は、前記複数の
照明装置のうちの第２の照明装置に記憶されている識別情報と異なる
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　ことを特徴とする請求項１に記載の調光システム。
【請求項３】
　前記第１の照明装置に記憶されている調光率は、前記第２の照明装置に記憶されている
調光率とは異なる
　ことを特徴とする請求項２に記載の調光システム。
【請求項４】
　前記第１の照明装置に記憶されている識別情報は、前記複数の照明装置のうちの第３の
照明装置に記憶されている識別情報と同じである
　ことを特徴とする請求項２に記載の調光システム。
【請求項５】
　前記照明装置は、前記通常モードにおいて、前記第２の赤外線指令信号を受信した場合
、記憶している識別情報と、前記第２の赤外線指令信号で規定される識別情報とが異なる
ときには、記憶している調光率で発光する
　ことを特徴とする請求項１に記載の調光システム。
【請求項６】
　前記照明装置は、再起動時に前記制御モードが前記通常モードである場合には、記憶さ
れている調光率で発光する
　ことを特徴とする請求項１に記載の調光システム。
【請求項７】
　前記照明装置は、前記識別情報記憶モードにおいて、調光率をさらに規定する前記第１
の赤外線指令信号を、受信した場合、前記第１の赤外線指令信号で規定される識別情報お
よび調光率を記憶し且つ前記第１の赤外線指令信号で規定される調光率で発光する
　ことを特徴とする請求項１に記載の調光システム。
【請求項８】
　前記照明装置は、
　前記識別情報記憶モードにおいて、前記赤外線受光部で受信された前記第１の赤外線指
令信号で規定される識別情報を記憶し、一方、前記通常モードにおいて、前記赤外線受光
部で受信された前記第２の赤外線指令信号で規定される識別情報と、記憶している識別情
報と、が一致するときには、前記第２の赤外線指令信号で規定される調光率を記憶し且つ
前記第２の赤外線指令信号で規定される調光率に基づいて調光制御信号を出力する制御回
路と、
　前記電源から電源電圧が前記配線を介して供給され、前記調光制御信号に応じた電力を
出力する電源回路と、
　前記電源回路から出力される電力により発光する発光部と、をさらに有することを特徴
とする請求項１に記載の調光システム。
【請求項９】
　前記制御回路は、
　前記赤外線受光部で受光された赤外線指令信号をデコードし、得られたデコード信号を
出力するデコード部と、
　前記スイッチの操作状態に応じたモード切替信号が入力される入力部と、
　識別情報および調光率を記憶する記憶部と、
　前記モード切替信号が前記識別情報記憶モードを規定している場合には、前記デコード
信号で規定される識別情報を前記記憶部に記憶させ、一方、前記モード切替信号が前記通
常モードを規定している場合には、前記デコード信号で規定される識別情報と、前記記憶
部で記憶している識別情報と、が一致するときには、前記デコード信号で規定される調光
率を前記記憶部に記憶させ且つ前記デコード信号で規定される調光率に基づいて前記調光
制御信号を出力する制御部と、を有する
　ことを特徴とする請求項８に記載の調光システム。
【請求項１０】
　前記照明装置は、
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　使用者による前記スイッチに対する第１の操作により、前記制御モードが前記識別情報
記憶モードに切り替えられ、
　一方、使用者による前記スイッチに対する第２の操作により、前記制御モードが前記通
常モードに切り替えられる
　ことを特徴とする請求項１に記載の調光システム。
【請求項１１】
　前記記憶部は、不揮発性記憶部であることを特徴とする請求項１に記載の調光システム
。
【請求項１２】
　前記発光部は、ＬＥＤ素子、または、有機ＥＬ素子であることを特徴とする請求項３に
記載の調光システム。
【請求項１３】
　赤外線指令信号を出力可能な赤外線リモコンと、制御モードを、記憶している調光率で
発光する通常モード、又は、識別情報を記憶する識別情報記憶モードの何れか一方に切り
替えるスイッチ、および、前記赤外線リモコンが出力した赤外線指令信号を受信する赤外
線受光部をそれぞれ有する複数の照明装置と、電源から出力された電源電圧を前記複数の
照明装置に供給する配線と、を備えた調光システムの調光方法であって、
　前記照明装置が、前記識別情報記憶モードにおいて、前記赤外線リモコンから出力され
且つ少なくとも識別情報を規定する第１の赤外線指令信号を、受信した場合、前記第１の
赤外線指令信号で規定される識別情報を記憶し、
　一方、前記照明装置が、前記通常モードにおいて、前記赤外線リモコンから出力され且
つ識別情報および調光率を規定する第２の赤外線指令信号を、受信した場合、記憶してい
る識別情報と、前記第２の赤外線指令信号で規定される識別情報とが一致するときには、
前記第２の赤外線指令信号で規定される調光率を記憶し且つ前記第２の赤外線指令信号で
規定される調光率で発光する
　ことを特徴とする調光システムの調光方法。
【請求項１４】
　赤外線指令信号を出力可能な赤外線リモコンと、電源から出力された電源電圧を複数の
照明装置に供給する配線と、を備えた調光システムに適用される照明装置であって、
　制御モードを、記憶している調光率で発光する通常モード、又は、識別情報を記憶する
識別情報記憶モードの何れか一方に切り替えるスイッチと、
　前記赤外線リモコンが出力した赤外線指令信号を受信する赤外線受光部と、を備え、
　前記識別情報記憶モードにおいて、前記赤外線リモコンから出力され且つ少なくとも識
別情報を規定する第１の赤外線指令信号を、受信した場合、前記第１の赤外線指令信号で
規定される識別情報を記憶し、
　一方、前記通常モードにおいて、前記赤外線リモコンから出力され且つ識別情報および
調光率を規定する第２の赤外線指令信号を、受信した場合、記憶している識別情報と、前
記第２の赤外線指令信号で規定される識別情報とが一致するときには、前記第２の赤外線
指令信号で規定される調光率を記憶し且つ前記第２の赤外線指令信号で規定される調光率
で発光する
　ことを特徴とする照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、調光システム、調光方法、および、照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、美術館等では展示物により照明装置の光量や光色を替えて展示する。
【０００３】
　そこで、従来、例えば、図６に示すように、複数の照明装置Ｘの調光を行う方法として
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、展示物Ｐに照射する光Ｌを制御するトライアック調光や、ＰＷＭ調光等を採用する調光
システム２０００が提案されている（例えば、特許文献１、２参照。）。
【０００４】
　この従来の調光システム２０００は、1つの調光器ＴでダクトＬＤに接続された複数の
照明装置Ｘの光量を制御する。
【０００５】
　したがって、展示物の性質、使用者の要求に応じて、個別に照明装置の光量を制御する
ことができない。
【０００６】
　そこで、他の従来の調光システム３０００には、展示物Ｐの性質、および使用者の要求
に応じて、１つの展示物Ｐに対して１つの調光器Ｔで１台の照明装置Ｘを調光するものが
ある（図７）。
【０００７】
　この従来の調光システム３０００は、複数の調光器を必要とするため、非常に高価にな
る。
【０００８】
　また、１台の制御装置Ｙの無線、電力線通信、専用通信等により、個々の照明装置Ｘを
制御する調光システム４０００も提案されている（図８）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０１２－８９２７７号公報
【特許文献２】特開２０１１－１２９４８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかし、図８に示すような従来の調光システム４０００は、初期導入コストが大幅にか
かる上に、スペースに合わせたセッティングや、制御専用のパソコンＰＣ等も必要となり
、小規模展示スペースや小規模店舗では導入が難しいという問題がある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様に係る実施例に従った調光システムは、
　赤外線指令信号を出力可能な赤外線リモコンと、
　制御モードを、記憶している調光率で発光する通常モード、又は、識別情報を記憶する
識別情報記憶モードの何れか一方に切り替えるスイッチと、前記赤外線リモコンが出力し
た赤外線指令信号を受信する赤外線受光部と、をそれぞれ有する複数の照明装置と、
　電源から出力された電源電圧を前記複数の照明装置に供給する配線と、を備え、
　前記照明装置は、
　前記識別情報記憶モードにおいて、前記赤外線リモコンから出力され且つ少なくとも識
別情報を規定する第１の赤外線指令信号を、受信した場合、前記第１の赤外線指令信号で
規定される識別情報を記憶し、
　一方、前記通常モードにおいて、前記赤外線リモコンから出力され且つ識別情報および
調光率を規定する第２の赤外線指令信号を、受信した場合、記憶している識別情報と、前
記第２の赤外線指令信号で規定される識別情報とが一致するときには、前記第２の赤外線
指令信号で規定される調光率を記憶し且つ前記第２の赤外線指令信号で規定される調光率
で発光する
　ことを特徴とする。
【００１２】
　前記調光システムにおいて、
　前記複数の照明装置のうちの第１の照明装置に記憶されている識別情報は、前記複数の
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照明装置のうちの第２の照明装置に記憶されている識別情報と異なる
　ことを特徴とする。
【００１３】
　前記調光システムにおいて、
　前記第１の照明装置に記憶されている調光率は、前記第２の照明装置に記憶されている
調光率とは異なる
　ことを特徴とする。
【００１４】
　前記調光システムにおいて、
　前記第１の照明装置に記憶されている識別情報は、前記複数の照明装置のうちの第３の
照明装置に記憶されている識別情報と同じである
　ことを特徴とする。
【００１５】
　前記調光システムにおいて、
　前記照明装置は、前記通常モードにおいて、前記第２の赤外線指令信号を受信した場合
、記憶している識別情報と、前記第２の赤外線指令信号で規定される識別情報とが異なる
ときには、記憶している調光率で発光する
　ことを特徴とする。
【００１６】
　前記調光システムにおいて、
　前記照明装置は、再起動時に前記制御モードが前記通常モードである場合には、記憶さ
れている調光率で発光する
　ことを特徴とする。
【００１７】
　前記調光システムにおいて、
　前記照明装置は、前記識別情報記憶モードにおいて、調光率をさらに規定する前記第１
の赤外線指令信号を、受信した場合、前記第１の赤外線指令信号で規定される識別情報お
よび調光率を記憶し且つ前記第１の赤外線指令信号で規定される調光率で発光する
　ことを特徴とする。
【００１８】
　前記調光システムにおいて、
　前記照明装置は、
　前記識別情報記憶モードにおいて、前記赤外線受光部で受信された前記第１の赤外線指
令信号で規定される識別情報を記憶し、一方、前記通常モードにおいて、前記赤外線受光
部で受信された前記第２の赤外線指令信号で規定される識別情報と、記憶している識別情
報と、が一致するときには、前記第２の赤外線指令信号で規定される調光率を記憶し且つ
前記第２の赤外線指令信号で規定される調光率に基づいて調光制御信号を出力する制御回
路と、
　前記電源から電源電圧が前記配線を介して供給され、前記調光制御信号に応じた電力を
出力する電源回路と、
　前記電源回路から出力される電力により発光する発光部と、をさらに有することを特徴
とする。
【００１９】
　前記調光システムにおいて、
　前記制御回路は、
　前記赤外線受光部で受光された赤外線指令信号をデコードし、得られたデコード信号を
出力するデコード部と、
　前記スイッチの操作状態に応じたモード切替信号が入力される入力部と、
　識別情報および調光率を記憶する記憶部と、
　前記モード切替信号が前記識別情報記憶モードを規定している場合には、前記デコード
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信号で規定される識別情報を前記記憶部に記憶させ、一方、前記モード切替信号が前記通
常モードを規定している場合には、前記デコード信号で規定される識別情報と、前記記憶
部で記憶している識別情報と、が一致するときには、前記デコード信号で規定される調光
率を前記記憶部に記憶させ且つ前記デコード信号で規定される調光率に基づいて前記調光
制御信号を出力する制御部と、を有する
　ことを特徴とする。
【００２０】
　前記調光システムにおいて、
　前記照明装置は、
　使用者による前記スイッチに対する第１の操作により、前記制御モードが前記識別情報
記憶モードに切り替えられ、
　一方、使用者による前記スイッチに対する第２の操作により、前記制御モードが前記通
常モードに切り替えられる
　ことを特徴とする。
【００２１】
　前記調光システムにおいて、
　前記記憶部は、不揮発性記憶部であることを特徴とする。
【００２２】
　前記調光システムにおいて、
　前記発光部は、ＬＥＤ素子、または、有機ＥＬ素子であることを特徴とする。
【００２３】
　本発明の一態様に係る実施例に従った調光システムの調光方法は、
　赤外線指令信号を出力可能な赤外線リモコンと、制御モードを、記憶している調光率で
発光する通常モード、又は、識別情報を記憶する識別情報記憶モードの何れか一方に切り
替えるスイッチ、および、前記赤外線リモコンが出力した赤外線指令信号を受信する赤外
線受光部をそれぞれ有する複数の照明装置と、電源から出力された電源電圧を前記複数の
照明装置に供給する配線と、を備えた調光システムの調光方法であって、
　前記照明装置が、前記識別情報記憶モードにおいて、前記赤外線リモコンから出力され
且つ少なくとも識別情報を規定する第１の赤外線指令信号を、受信した場合、前記第１の
赤外線指令信号で規定される識別情報を記憶し、
　一方、前記照明装置が、前記通常モードにおいて、前記赤外線リモコンから出力され且
つ識別情報および調光率を規定する第２の赤外線指令信号を、受信した場合、記憶してい
る識別情報と、前記第２の赤外線指令信号で規定される識別情報とが一致するときには、
前記第２の赤外線指令信号で規定される調光率を記憶し且つ前記第２の赤外線指令信号で
規定される調光率で発光する
　ことを特徴とする。
【００２４】
　本発明の一態様に係る実施例に従った照明装置は、
　赤外線指令信号を出力可能な赤外線リモコンと、電源から出力された電源電圧を複数の
照明装置に供給する配線と、を備えた調光システムに適用される照明装置であって、
　制御モードを、記憶している調光率で発光する通常モード、又は、識別情報を記憶する
識別情報記憶モードの何れか一方に切り替えるスイッチと、
　前記赤外線リモコンが出力した赤外線指令信号を受信する赤外線受光部と、を備え、
　前記識別情報記憶モードにおいて、前記赤外線リモコンから出力され且つ少なくとも識
別情報を規定する第１の赤外線指令信号を、受信した場合、前記第１の赤外線指令信号で
規定される識別情報を記憶し、
　一方、前記通常モードにおいて、前記赤外線リモコンから出力され且つ識別情報および
調光率を規定する第２の赤外線指令信号を、受信した場合、記憶している識別情報と、前
記第２の赤外線指令信号で規定される識別情報とが一致するときには、前記第２の赤外線
指令信号で規定される調光率を記憶し且つ前記第２の赤外線指令信号で規定される調光率
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で発光する
　ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明の一態様に係る調光システムは、赤外線指令信号を出力可能な赤外線リモコンと
、記憶された調光率で発光する通常モードと、識別情報を記憶する識別情報記憶モードと
、を切り替えるスイッチと、赤外線リモコンが出力した赤外線指令信号を受信する赤外線
受光部と、をそれぞれ有する複数の照明装置と、電源から出力された電源電圧を複数の照
明装置に供給する配線と、を備える。
【００２６】
　そして、照明装置は、例えば、識別情報記憶モードにおいて、赤外線受光部で受信され
た第１の赤外線指令信号で規定される識別情報を記憶し、一方、通常モードにおいて、赤
外線受光部で受信された第２の赤外線指令信号で規定される識別情報と、記憶している識
別情報と、が一致するときには、第２の赤外線指令信号で規定される調光率を記憶し且つ
第２の赤外線指令信号で規定される調光率に基づいて調光制御信号を出力する制御回路と
、電源から電源電圧が配線を介して供給され、調光制御信号に応じた電力を出力する電源
回路と、電源回路から出力される電力により発光する発光部と、を有する。
【００２７】
　したがって、本発明に係る調光システムは、１つの赤外線リモコンにより複数の照明装
置の調光率を個別に制御することができる。
【００２８】
　すなわち、導入コストを削減しつつ、汎用性を向上することができる。
【００２９】
　そして、本発明に係る調光システムは、例えば、美術館、商店、一般住宅に適用可能で
ある。
【００３０】
　また、調光システムは、同じ空間にある、同種の機能を搭載した照明装置（スポットラ
イト、ダウンライト、シーリング、間接照明等）すべてを一つの赤外線リモコンで制御で
きる。
【００３１】
　また、照明装置は、再起動時において、記憶部に記憶された調光率で動作するので、予
め調光率を低く設定可能である。
【００３２】
　これにより、消費電力の低減を図ることができる。
【００３３】
　なお、記憶部（ＥＥＰＲＯＭ）に識別情報を記憶させることにより、例えば、レイアウ
ト変更等後からでも使用者変更が可能になる。
【００３４】
　また、調光システムでは、入力配線系統が異なる照明装置に対しても調光制御が可能で
ある。
【００３５】
　また、調光システムにおいて、調光の対象ではない照明装置については、識別情報を付
与しないで、動作させるようにしてもよい。
【００３６】
　また、異なる照明装置に同じ識別情報が記憶されるようにしてもよい。これにより、２
つの照明装置の調光率を同期して制御することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】図１は、本発明の一態様である実施例１に係る電源制御システム１０００の構成
の一例を示す図である。
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【図２】図２は、図１に示す照明装置１００ａの構成の一例を示すブロック図である。
【図３】図３は、図１に示す調光システム１０００の第１の照明装置１００ａの識別情報
を記憶する状態の一例を示す図である。
【図４】図４は、図１に示す調光システム１０００の第２の照明装置１００ｂの識別情報
を記憶する状態の一例を示す図である。
【図５】図５は、図１に示す調光システム１０００の第９の照明装置１００ｉの識別情報
を記憶する状態の一例を示す図である。
【図６】図６は、従来の調光システム２０００の構成の一例を示す図である。
【図７】図７は、従来の調光システム３０００の構成の他の例を示す図である。
【図８】図８は、従来の調光システム４０００の構成のさらに他の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　以下、本発明に係る実施例について図面に基づいて説明する。
【実施例１】
【００３９】
　図１は、本発明の一態様である実施例１に係る電源制御システム１０００の構成の一例
を示す図である。また、図２は、図１に示す照明装置１００ａの構成の一例を示すブロッ
ク図である。なお、図２では、一例として、照明装置１００ａの構成を記載しているが、
図１に示す他の照明装置１００ｂ～１００ｉも照明装置１００ａと同様の構成を有する。
【００４０】
　図１に示すように、調光システム１０００は、赤外線リモコンＲＣと、複数（図１の例
では９個）の照明装置１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００ｄ、１００ｅ、１００ｆ、
１００ｇ、１００ｈ、１００ｉと、配線ＬＩ１、ＬＩ２と、ダクトＬＤ１、ＬＤ２と、を
備える。
【００４１】
　図１に示すように、配線ＬＩ１は、電源ＡＣから出力された電源電圧を複数の照明装置
１００ａ～１００ｄに供給するようになっている。
【００４２】
　配線ＬＩ２は、電源ＡＣから出力された電源電圧を複数の照明装置１００ｅ～１００ｉ
に供給するようになっている。
【００４３】
　また、ダクトＬＤ１は、複数の照明装置１００ａ～１００ｄに接続され、配線ＬＩ１を
収納するようになっている。
【００４４】
　ダクトＬＤ２は、複数の照明装置１００ｅ～１００ｉに接続され、配線ＬＩ２を収納す
るようになっている。
【００４５】
　赤外線リモコンＲＣは、赤外線指令信号を出力可能になっている。
【００４６】
　各照明装置１００ａ～１００ｉは、識別情報記憶モードにおいて、赤外線リモコンＲＣ
から出力され且つ少なくとも識別情報を規定する第１の赤外線指令信号を、受信した場合
、第１の赤外線指令信号で規定される識別情報を記憶するようになっている。
【００４７】
　一方、照明装置１００ａ～１００ｉは、通常モードにおいて、赤外線リモコンＲＣから
出力され且つ識別情報および調光率を規定する第２の赤外線指令信号を、受信した場合、
記憶している識別情報と、第２の赤外線指令信号で規定される識別情報とが一致するとき
には、第２の赤外線指令信号で規定される調光率を記憶し且つ第２の赤外線指令信号で規
定される調光率で発光するようになっている。
【００４８】
　なお、図１の例では、各照明装置１００ａ～１００ｉには、各識別情報（ＩＤ０１～Ｉ
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Ｄ０９）がそれぞれ記憶されている。
【００４９】
　ここで、照明装置１００ａは、図１、図２に示すように、制御回路ＣＯＮと、電源回路
ＳＣと、発光部ＬＥと、スイッチＳＷと、赤外線受光部ＬＲと、抵抗素子Ｒと、を有する
。
【００５０】
　赤外線受光部ＬＲは、赤外線リモコンＲＣが出力した赤外線指令信号を受信するように
なっている。
【００５１】
　抵抗素子Ｒの一端は、端子ＳＣＴに接続されている。また、抵抗素子Ｒの他端は、入力
部Ｉに他端が接続されている。
【００５２】
　また、スイッチＳＷは、制御部Ｃの制御モードを、制御回路ＣＯＮ（記憶部Ｍ）に記憶
している調光率で発光する通常モード、又は、識別情報を制御回路ＣＯＮ（記憶部Ｍ）に
記憶する識別情報記憶モードの何れか一方に切り替えるようになっている。
【００５３】
　このスイッチＳＷの一端は、入力部Ｉ（抵抗素子Ｒの他端）に接続されている。また、
スイッチＳＷの他端は、接地に接続されている。
【００５４】
　このスイッチＳＷは、使用者による第１の操作により、ＯＮする。これにより、入力部
Ｉに“Ｌｏｗ”レベルの識別情報切替信号が入力される。この“Ｌｏｗ”レベルの識別情
報切替信号は、識別情報記憶モードを規定する。
【００５５】
　一方、スイッチＳＷは、使用者による第２の操作により、ＯＦＦする。これにより、入
力部Ｉに“Ｈｉｇｈ”レベルの識別情報切替信号が入力される。この“Ｈｉｇｈ”レベル
の識別情報切替信号は、通常モードを規定する。
【００５６】
　すなわち、照明装置１００（制御回路ＣＯＮ）は、使用者によるスイッチＳＷに対する
第１の操作により、制御モードが識別情報記憶モードに切り替えられる。
【００５７】
　一方、照明装置１００（制御回路ＣＯＮ）は、使用者によるスイッチＳＷに対する第２
の操作により、制御モードが通常モードに切り替えられる。
【００５８】
　電源回路ＳＣは、電源ＡＣから電源電圧が配線ＬＩ１を介して供給され、調光制御信号
に応じた電力を出力するようになっている。また、電源回路ＳＣは、電源電圧から生成し
た電圧を端子ＳＣＴに出力するようになっている。
【００５９】
　発光部ＬＥは、電源回路ＳＣから出力される電力により発光するようになっている。
【００６０】
　この発光部ＬＥは、調光が可能な発光装置、例えば、蛍光灯、ＬＥＤ素子、または、有
機ＥＬ素子である。
【００６１】
　なお、既述のように、図１に示す他の照明装置１００ｂ～１００ｉも照明装置１００ａ
と同様の構成を有する。
【００６２】
　すなわち、複数の照明装置１００ａ～１００ｉは、制御回路ＣＯＮと、電源回路ＳＣと
、発光部ＬＥと、スイッチＳＷと、赤外線受光部ＬＲと、抵抗素子Ｒと、をそれぞれ有す
る。
【００６３】
　例えば、複数の照明装置１００ａ～１００ｉのうちの第１の照明装置１００ａに記憶さ
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れている識別情報（ＩＤ０１）は、複数の照明装置１００のうちの第２の照明装置１００
ｂに記憶されている識別情報（ＩＤ０２）と異なるように設定されている。
【００６４】
　これにより、２つの照明装置１００ａ、１００ｄを、赤外線指令信号で個別に識別情報
を規定することにより、個別に制御することができる。
【００６５】
　また、例えば、図１に示す例では、第１の照明装置１００ａに記憶されている調光率は
、第２の照明装置１００ｂに記憶されている調光率とは異なる。このように、異なる照明
装置に、異なる調光率が設定されるようにしてもよい。
【００６６】
　すなわち、２つの照明装置１００ａ、１００ｃの調光率を個別に制御することができる
。
【００６７】
　また、例えば、第１の照明装置１００ａに記憶されている識別情報（ＩＤ０１）は、複
数の照明装置１００ａ～１００ｉのうちの第３の照明装置１００ｃに記憶されている識別
情報（ＩＤ０３）と同じである（すなわち、第１の照明装置１００ａに識別情報（ＩＤ０
３）を記憶する）ようにしてもよい。このように、異なる照明装置に同じ識別情報が記憶
されるようにしてもよい。
【００６８】
　これにより、１つの赤外線指令信号で２つの照明装置１００ａ、１００ｃを同時に識別
情報指定することができるため、２つの照明装置１００ａ、１００ｃの調光率を同期して
制御することができる。
【００６９】
　また、例えば、各照明装置１００ａ～１００ｉは、通常モードにおいて、第２の赤外線
指令信号を受信した場合、記憶している識別情報と、第２の赤外線指令信号で規定される
識別情報とが異なるときには、記憶している調光率で発光するようになっている。
【００７０】
　また、各照明装置１００ａ～１００ｉは、再起動時に、制御モードが通常モードである
場合には、記憶されている調光率で発光するようになっている。
【００７１】
　これにより、各照明装置１００ａ～１００ｉの消費電力の低減を図ることができる。
【００７２】
　なお、各照明装置１００ａ～１００ｉは、識別情報記憶モードにおいて、調光率をさら
に規定する第１の赤外線指令信号を、受信した場合、第１の赤外線指令信号で規定される
識別情報および調光を記憶し、且つ第１の赤外線指令信号で規定される調光率で発光する
ようにしてもよい。
【００７３】
　制御回路ＣＯＮは、識別情報記憶モードにおいて、赤外線受光部ＬＲで受信された第１
の赤外線指令信号で規定される識別情報を記憶するようになっている。
【００７４】
　また、制御回路ＣＯＮは、通常モードにおいて、赤外線受光部ＬＲで受信された第２の
赤外線指令信号で規定される識別情報と、記憶している識別情報と、が一致するか否かを
判断する。
【００７５】
　そして、制御回路ＣＯＮは、通常モードにおいて、第２の赤外線指令信号で規定される
識別情報と、記憶している識別情報と、が一致するときには、第２の赤外線指令信号で規
定される調光率を記憶し且つ第２の赤外線指令信号で規定される調光率に基づいて調光制
御信号を出力するようになっている。
【００７６】
　一方、制御回路ＣＯＮは、通常モードにおいて、第２の赤外線指令信号で規定される識
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別情報と、記憶している識別情報と、が一致しない場合には、第２の赤外線指令信号を破
棄する。すなわち、照明装置１００ａの制御状態は、この第２の赤外線指令信号が入力さ
れる前と同じ状体を維持する。
【００７７】
　ここで、図２に示すように、制御回路ＣＯＮは、例えば、デコード部Ｄと、入力部Ｉと
、記憶部Ｍと、制御部Ｃと、を有する。
【００７８】
　デコード部Ｄは、赤外線受光部ＬＲで受光された赤外線指令信号をデコードし、得られ
たデコード信号を出力するようになっている。
【００７９】
　入力部Ｉは、スイッチＳＷの操作状態に応じたモード切替信号が入力されるようになっ
ている。
【００８０】
　記憶部Ｍは、識別情報および調光率を記憶するようになっている。この記憶部Ｍは、不
揮発性記憶装置（例えば、ＥＥＰＲＯＭ）である。
【００８１】
　制御部Ｃは、モード切替信号が識別情報記憶モードを規定している場合には、デコード
信号で規定される識別情報を記憶部Ｍに記憶させるようになっている。
【００８２】
　また、制御部Ｃは、モード切替信号が通常モードを規定している場合には、デコード信
号で規定される識別情報と、記憶部Ｍで記憶している識別情報と、が一致するか否かを判
断するようになっている。
【００８３】
　そして、制御部Ｃは、デコード信号で規定される識別情報と、記憶部Ｍで記憶している
識別情報と、が一致するときには、デコード信号で規定される調光率を記憶部Ｍに記憶さ
せ且つデコード信号で規定される調光率に基づいて調光制御信号を出力するようになって
いる。
【００８４】
　一方、制御部Ｃは、デコード信号で規定される識別情報と、記憶部Ｍで記憶している識
別情報と、が一致しないときには、デコード信号を破棄する。すなわち、この場合、既述
のように、第２の赤外線指令信号が破棄される。
【００８５】
　なお、既述のように、他の照明装置１００ｂ～１００ｉも、照明装置１００ａと同様の
構成を有する。
【００８６】
　次に、以上のような構成を有する調光システム１０００の動作の一例について、説明す
る。
【００８７】
　ここで、図３は、図１に示す調光システム１０００の第１の照明装置１００ａの識別情
報を記憶する状態の一例を示す図である。図４は、図１に示す調光システム１０００の第
２の照明装置１００ｂの識別情報を記憶する状態の一例を示す図である。図５は、図１に
示す調光システム１０００の第９の照明装置１００ｉの識別情報を記憶する状態の一例を
示す図である。
【００８８】
　なお、図３に示す状態では、照明装置１００ｂ～１００ｉには、識別情報が記憶されて
いない。照明装置１００ｂ～１００ｉのスイッチＳＷは、ＯＦＦしており、照明装置１０
０ｂ～１００ｉの制御モードは、通常モードである。また、照明装置１００ａのスイッチ
ＳＷは、ＯＮしており、照明装置１００ａの制御モードは、識別情報記憶モードである。
【００８９】
　先ず、例えば、図３に示すように、制御モードが識別情報記憶モードである照明装置１
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００ａに、赤外線リモコンＲＣから識別情報（ＩＤ０１）を規定する第１の赤外線指令信
号を出力する。
【００９０】
　制御モードが識別情報記憶モードである照明装置１００ａは、赤外線リモコンＲＣから
出力され、且つ少なくとも識別情報を規定する第１の赤外線指令信号を受信すると、第１
の赤外線指令信号で規定される識別情報（ＩＤ０１）を記憶する。
【００９１】
　なお、他の照明装置１００ｂ～１００ｉは、制御モードが通常モードであるため、識別
情報を記憶しない。
【００９２】
　次に、図４に示すように、例えば、使用者が照明装置１００ａのスイッチＳＷをＯＦＦ
し、照明装置１００ｂのスイッチＳＷをＯＮする。すなわち、照明装置１００ａの制御モ
ードが通常モードになり、照明装置１００ｂの制御モードが識別情報記憶モードになる。
【００９３】
　そして、制御モードが識別情報記憶モードである照明装置１００ｂに、赤外線リモコン
ＲＣから識別情報（ＩＤ０２）を規定する第１の赤外線指令信号を出力する。
【００９４】
　制御モードが識別情報記憶モードである照明装置１００ｂは、赤外線リモコンＲＣから
出力され、且つ少なくとも識別情報を規定する第１の赤外線指令信号を受信すると、第１
の赤外線指令信号で規定される識別情報（ＩＤ０２）を記憶する。
【００９５】
　なお、他の照明装置１００ａ、１００ｃ～１００ｉは、制御モードが通常モードである
ため、識別情報を記憶しない。
【００９６】
　そして、同様の操作を照明装置１００ｃ～１００ｈについて実行する。
【００９７】
　最後に、図５に示すように、例えば、使用者が照明装置１００ｈのスイッチＳＷをＯＦ
Ｆし、照明装置１００ｉのスイッチＳＷをＯＮする。すなわち、照明装置１００ｈの制御
モードが通常モードになり、照明装置１００ｉの制御モードが識別情報記憶モードになる
。
【００９８】
　そして、制御モードが識別情報記憶モードである照明装置１００ｈに、赤外線リモコン
ＲＣから識別情報（ＩＤ０９）を規定する第１の赤外線指令信号を出力する。
【００９９】
　制御モードが識別情報記憶モードである照明装置１００ｈは、赤外線リモコンＲＣから
出力され、且つ少なくとも識別情報を規定する第１の赤外線指令信号を受信すると、第１
の赤外線指令信号で規定される識別情報（ＩＤ０９）を記憶する。
【０１００】
　以上の操作により、各照明装置１００ａ～１００ｉに、各識別情報（ＩＤ０１～ＩＤ０
９）がそれぞれ記憶される。
【０１０１】
　そして、制御モードが通常モードである照明装置１００ａ～１００ｉは、赤外線リモコ
ンＲＣから出力され、且つ識別情報および調光率を規定する第２の赤外線指令信号を、受
信した場合、記憶している識別情報と、第２の赤外線指令信号で規定される識別情報とが
一致するときには、第２の赤外線指令信号で規定される調光率を記憶し且つ第２の赤外線
指令信号で規定される調光率で発光することとなる。
【０１０２】
　以上のように、本発明の一態様に係る調光システムは、赤外線指令信号を出力可能な赤
外線リモコンＲＣと、制御モードを、記憶された調光率で発光する通常モードと、識別情
報を記憶する識別情報記憶モードと、を切り替えるスイッチＳＷと、赤外線リモコンＲＣ
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が出力した赤外線指令信号を受信する赤外線受光部ＬＲと、をそれぞれ有する複数の照明
装置１００ａ～１００ｉと、電源から出力された電源電圧を複数の照明装置に供給する配
線ＬＩ１，ＬＩ２と、を備える。
【０１０３】
　そして、照明装置は、例えば、識別情報記憶モードにおいて、赤外線受光部ＬＲで受信
された第１の赤外線指令信号で規定される識別情報を記憶し、一方、通常モードにおいて
、赤外線受光部ＬＲで受信された第２の赤外線指令信号で規定される識別情報と、記憶し
ている識別情報と、が一致するときには、第２の赤外線指令信号で規定される調光率を記
憶し且つ第２の赤外線指令信号で規定される調光率に基づいて調光制御信号を出力する制
御回路ＣＯＮと、電源から電源電圧が配線を介して供給され、調光制御信号に応じた電力
を出力する電源回路ＳＣと、電源回路ＳＣから出力される電力により発光する発光部ＬＥ
と、を有する。
【０１０４】
　したがって、本発明に係る調光システムは、１つの赤外線リモコンにより複数の照明装
置の調光率を個別に制御することができる。
【０１０５】
　すなわち、導入コストを削減しつつ、汎用性を向上することができる。
【０１０６】
　そして、本発明に係る調光システムは、例えば、美術館、商店、一般住宅に適用可能で
ある。
【０１０７】
　また、調光システムは、同じ空間にある、同種の機能を搭載した照明装置（スポットラ
イト、ダウンライト、シーリング、間接照明等）すべてを一つの赤外線リモコンＲＣで制
御できる。
【０１０８】
　また、照明装置は、再起動時において、記憶部に記憶された調光率で動作するので、予
め調光率を低く設定可能である。
【０１０９】
　これにより、既述のように、照明装置の消費電力の低減を図ることができる。
【０１１０】
　なお、記憶部（ＥＥＰＲＯＭ）に識別情報を記憶させることにより、例えば、レイアウ
ト変更等後からでも使用者変更が可能になる。
【０１１１】
　また、調光システムでは、入力配線系統が異なる照明装置に対しても調光制御が可能で
ある。
【０１１２】
　また、調光システムにおいて、調光の対象ではない照明装置については、識別情報を付
与しないで、動作させるようにしてもよい。
【０１１３】
　また、既述のように、異なる照明装置に同じ識別情報が記憶されるようにしてもよい。
これにより、２つの照明装置の調光率を同期して制御することができる。
【０１１４】
　また、識別情報記憶モードでは、説明の都合上、照明装置の点灯時、その他の照明装置
は不点灯とする様に調光システムを組んだが制御モードが識別情報記憶モードになってい
れば、照明装置の点灯、不点灯はどちらでも問題無い。
【０１１５】
　なお、実施形態は例示であり、発明の範囲はそれらに限定されない。
【符号の説明】
【０１１６】
１００ａ～１００ｉ、Ｘ　照明装置
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１０００　調光システム
２０００、３０００、４０００　調光システム
ＣＯＮ　制御回路
ＳＣ　電源回路
ＬＥ　発光部
ＳＷ　スイッチ
ＬＲ　赤外線受光部
Ｒ　抵抗素子
Ｄ　デコード部
Ｉ　入力部
Ｍ　記憶部
Ｃ　制御部
Ｐ　展示物
Ｌ　光
ＬＩ１、ＬＩ２　配線
ＬＤ１、ＬＤ２　ダクト
ＡＣ　電源
Ｙ　制御装置
Ｔ　調光器
ＰＣ　パソコン

【図１】 【図２】
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